
矢板市生活環境課
R4.1.31作成

△マイ・タイムライン
　○台風進路予報 　○気象情報の収集及び分析 　自分や家族のとる行動として、
　○台風に関する気象情報（雨量、風速等） 　 　〇気象情報の確認と防災体制の構築の検討 〇テレビ、ラジオ、インターネット 　書き込んでおきましょう。

　〇水防用資機材の確認、土嚢等の作成 　　等による気象警報等の確認
　○台風説明会の調整・実施 　○関係機関との連携 〇ハザードマップ等による避難所

　○消防団等への注意喚起 　　・避難ルートの確認
　○対応班の調整・確認 　○連絡体制の確認 〇防災グッズの準備

　〇職員参集の準備 ○家族等の連絡先の確認
　○気象情報の共有（随時） ○近隣住民との情報共有

○マイ・タイムラインの確認

○災害警戒本部設置の検討 〇テレビ、インターネット、携帯
　〇関係職員登庁待機 　メール等による大雨や河川の
　〇消防団自宅待機指示 　状況を確認　
　〇連絡要員の配置 〇防災無線、携帯メール等によ
　〇定期的に河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 　る情報の受信
　○要配慮者利用施設へ洪水予報の伝達 ○自らの判断による親戚・知人
　○高齢者等避難の発令準備 　宅等への自主避難
　○避難所開設準備 ○在宅避難の場合は、ライフラ

　イン停止時の対応準備
○避難できる服装への着替え

○警戒本部員会議の開催検討 　〇情報の収集・伝達 ○戸締り、火の元の確認
　〇避難所開設 ○電気ブレーカーを落とすなど
　〇定期的に河川水位、雨量、降水短時間予報を確認 　自宅の防災対策
　〇災害協定先等との情報共有・対応依頼

　○災害対策本部長（矢板市長） ○高齢者・要配慮者等は、
　○情報の収集・伝達 　避難開始
　○避難指示の発令準備 ○高齢者・要配慮者等以外は、
　○住民への避難の呼びかけ 　避難準備
　○Lアラート・防災無線・登録制メール等による情報発信 ○防災無線、登録制メール等
　○河川水位、雨量、降雨短時間予報の確認 　による避難情報の受信
　○関係機関との連携
　○要配慮者利用施設へ洪水予報の伝達

　〇緊急対策要員の派遣 　〇緊急対策要員の受入
　○関係機関のリエゾン派遣要請 　○情報の収集・伝達
　○市町への情報提供 　○関係機関との連携

　○消防団への水害対応・避難誘導指示
　○Lアラート・防災無線・登録制メール等による情報発信
　○大雨特別警報の住民への周知
　○要配慮者利用施設へ洪水予報の伝達
　○避難者支援
　○避難所の状況確認

○避難情報の報告（安否確認）

○避難所の運営（自助・共助）
　避難者で行動可能な方へ役割
　分担（食料・物資の受入・配布
　補助等）

　○安否確認
　○救命救助活動
　○Lアラート・防災無線・登録制メール等による情報発信
　○情報の収集・伝達
　○関係機関との連携

※気象・水象情報に関する発表等のタイミング 　○要配慮者利用施設へ洪水情報の伝達
　については、地域・事象によって異なります。 　○被害状況の把握

※タイムライン上の対応項目はあくまでも目安
　であり、災害状況や今後の状況を考慮しな 　○自衛隊への派遣要請
　がら早めの行動をとってください。 　○災害救助法の申請

　○DMAT派遣要請
　○県内消防及び緊急援助隊派遣要請
　○栃木県及び県外防災航空隊出動要請

台風等に伴う集中豪雨を想定した水害対応タイムライン

矢板市

　

　〇気象情報の共有（随時）

気象・水象等情報
（気象台） 栃木県 市民の皆さんがとる行動

●【警戒レベル２】

大雨・洪水注意報 発表

●大雨・洪水警報：警戒レベル３相当

情報［土砂災害・洪水］ 発表

■氾濫注意水位《レベル２》に到達

・箒川 佐久山観測所（水位2.5m）

・内川 京町橋観測所（水位1.6m）

・鬼怒川 佐貫下観測所（水位

■避難判断水位《レベル３》 に到達

・箒川 佐久山観測所（水位3.5m）

・内川 京町橋観測所（水位2.1m）

・鬼怒川 佐貫下観測所（水位

■氾濫危険水位《レベル４》に到達

・箒川 佐久山観測所（水位4.0m）

・内川 京町橋観測所（水位2.6m）

・鬼怒川 佐貫下観測所（水位

-48h

0h

-6h

●大雨特別警報（土砂災害、浸水

害）：警戒レベル５相当情報 発表

-72h

-4h

-2h

宇都宮地方気象台による

《台風説明会》

（3日前）

堤防決壊

■氾濫発生《レベル５》

（水位： 堤防天端到達・越水等発生

時）

■特別警報の発表基準となるメッ

シュが４～５個発生
（宇都宮地方気象台から情報提供）

【警戒レベル３】高齢者等避難 発令

（台風の暴風域に入る前に）

知事

ホットライン

災害対策本部長（矢板市長）

災害対策本部の設置

災害警戒本部を設置

市災害対策本部の設置

災害対策本部会議
（以降随時）

関係機関との情報共有
（以降随時）

・被害状況及び対応等の確認

・自衛隊、緊急消防援助隊、広

域緊急援助隊など、関係機関の

派遣準備状況の確認

消防等との情報共有

危険な場所から

全員避難開始

-12h

土砂災害発生

【警戒レベル５】 緊急安全確保 発令

知事 災害対策本部長（矢板市長）

ホットライン

知事

避難完了

第１注意体制

災害警戒本部の設置

第２注意体制

最終的な危険回避行動

自分の命、家族の

命を守るため、避難

行動が直ちにとれ

るよう、具体的に記

入しておきましょう。

危険な場所から

高齢者等避難開始
自主避難含む

【警戒レベル４】避難指示 発令

Ver 1.1


